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● 

募
集
人
員
＝
２
人

● 

勤
務
場
所
＝
国
保
介
護
課
又
は

串
良
総
合
支
所

● 

申
込
期
限
＝
12
月
１
日
（
金
）

● 

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
を

本
庁
国
保
介
護
課
又
は
串
良
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
に
提
出

● 

仕
事
内
容
＝
介
護
保
険
事
業
に

係
る
要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪

問
調
査

● 

勤
務
時
間
＝
市
職
員
に
準
ず
る

● 

雇
用
期
間
＝
平
成
19
年
１
月
１

日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

● 

賃
金
＝
月
額
１
８
７
，
５
０
０
円

※
面
接
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
後
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
国
保
介
護
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
６
２

　

串
良
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４‒

63‒

３
１
１
３

寿
光
園
の
寮
母
（
嘱
託

職
員
）
を
募
集

● 

募
集
資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
の
資
格
を
有
す
る
人

● 

募
集
人
員
＝
１
人

● 

勤
務
場
所
＝
市
立
寿
光
園

老
人
保
健
レ
セ
プ
ト
点

検
員
（
嘱
託
職
員
）
を

募
集

● 

募
集
資
格
＝
医
療
事
務
認
定
証

の
資
格
を
有
す
る
人

● 

募
集
人
員
＝
１
人

● 

勤
務
場
所
＝
国
保
介
護
課

● 

申
込
期
限
＝
11
月
27
日
（
月
）

● 
申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
を

本
庁
国
保
介
護
課
又
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
に
提
出

● 

仕
事
内
容
＝
レ
セ
プ
ト
単
月
点

検
、
縦
覧
点
検

● 

勤
務
時
間
＝
市
職
員
に
準
ず
る

● 

雇
用
期
間
＝
平
成
18
年
12
月
１

日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

● 

賃
金
＝
月
額
１
５
８
，４
０
０
円

※
面
接
等
に
つ
い
て
は
、
申
込
後
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
国
保
介
護
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
６
２

介
護
保
険
要
介
護
認
定

調
査
員
（
嘱
託
職
員
）

を
募
集

● 

募
集
資
格
＝
看
護
師
（
准
看

護
師
含
む
）
又
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
の
資
格
を
有
す
る
人

で
、
自
動
車
普
通
免
許
を
持
っ

て
い
る
人

ïïïïï
ï

ï
ï

平成１８年度勤労婦人センター年末年始特集講座生募集
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24
31

●実施内容
講　　座　　名 日　　時 定　員 費　用

①おせち料理
12月 12日（火）
9時 30分～ 12時

16人 1,000円

②顔筋リフトアップメイク
　＆まゆカット

12月 14日（木）
10時～ 12時

20人 500円

③プリザーブドフラワー
～クリスマスバージョン～

12月 15日（金）
10時～ 12時

20人 1,000円

④小薄そばで年越しを
12月 19日（火）
9時 30分～ 12時

15人 500円

⑤クリスマスケーキ作り
12月 22日（金）
9時 30分～ 12時

16人 1,000円

⑥親子で
　クリスマスケーキ作り

12月 22日（金）
18時 30分～ 21時

16組 1,000円

⑦お正月の遊び
1月 5日（金）
10時～ 12時

特になし 無料

●対象者＝市内在住又は勤務する人
　※男女は問いません
●申込期限＝ 11月 29日（水）
　※申込多数の場合は抽選
●受講料＝無料（材料費、保険料は自
　　　　　己負担）
●申込方法＝直接来館してお申込みく
　　　　　　ださい。
　※託児もします。

【問い合わせ・申込先】
　市勤労婦人センター　☎ 0994-44-9088

　
（
面
積
）
２
５
３
・
43
㎡

※ 

公
簿
上
表
示
で
現
況
渡
し
と
し

ま
す
。
ま
た
、
公
売
中
止
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

※ 

見
積
価
格
等
の
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

資
格
要
件
等
＝
市
税
滞
納
者
及

び
国
税
徴
収
法
第
92
条
に
規
定

す
る
人
は
買
受
人
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
収
納
管
理
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
６
５

夜
間
・
休
日
の
納
税
及

び
納
税
相
談

　

市
で
は
、
夜
間
・
休
日
の
納
税

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
11
月
27
日
（
月
）
〜

　

12
月
３
日
（
日
）

　

（
平
日
夜
間
）
17
時
〜
19
時

　

（
土
・
日
）
９
時
〜
16
時

● 

受
付
場
所
＝
市
収
納
管
理
課

（
１
階
⑰
番
窓
口
）

※
市
役
所
本
庁
舎
正
面
地
下
入
口

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

● 

相
談
の
際
に
持
参
す
る
も
の
＝

印
鑑
、
催
告
書
、
納
税
通
知
書

等
【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
収
納
管
理
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
５
５

● 

申
込
期
限
＝
11
月
27
日
（
月
）

※
必
着

● 

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
を
、

市
立
寿
光
園
に
提
出

● 

仕
事
内
容
＝
寮
母
業
務
に
関
す

る
こ
と

● 

勤
務
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

● 

雇
用
期
間
＝
平
成
18
年
12
月
１

日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

● 

賃
金
＝
月
額
１
５
４
，７
０
０
円

● 

面
接
日
時
＝
11
月
28
日
（
火
）

14
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３‒

０
０
２
３

　

鹿
屋
市
笠
之
原
町
７
５
０
１‒

２

　

市
立
寿
光
園

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

２
７
６
８

不
動
産
公
売
の
お
知
ら

せ
　

前
号
で
掲
載
し
た
３
案
件
に
併

せ
て
次
の
物
件
の
公
売
を
実
施
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

入
札
日
時
＝
12
月
12
日
（
火
）

10
時
〜

● 

入
札
場
所
＝
市
役
所
４
０
１
会

議
室

● 

物
件
＝
第
36
号

　
（
場
所
）
鹿
屋
市
新
川
町

　
　
　
　

  

宅
地
１
筆

農
地
は
し
っ
か
り

管
理
し
ま
し
ょ
う

　

最
近
、耕
作
放
棄
地
な
ど
に「
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
な
ど
が

生
い
茂
り
、
周
辺
の
住
民
か
ら
花

粉
症
や
ぜ
ん
そ
く
等
を
心
配
す
る

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
空
気
が
大
変
乾
燥

し
た
状
態
に
あ
り
、
カ
ヤ
な
ど
の

雑
草
が
火
災
の
原
因
と
な
り
周
辺

の
住
民
へ
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

何
か
問
題
が
発
生
し
た
場
合
、

所
有
者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
の

農
地
は
責
任
を
持
っ
て
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
分
の
農
地
の
管
理
が

難
し
い
人
は
、
最
寄
り
の
農
業
委

員
又
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
３
１

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

排
水
路
の
建
設
工
事
に
伴
い
、

市
道
竹
山
線
が
通
行
止
め
に
な
り

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
付
近
を
通
行
す
る
と
き

は
迂
回
路
の
案
内
標
識
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

● 

通
行
止
期
間
（
予
定
）
＝
平
成

18
年
11
月
中
旬
〜
平
成
19
年
３

月
下
旬

● 

工
事
箇
所

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
地
整
備
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
３
７

犬
を
連
れ
て
の
公
園
利

用
に
つ
い
て

　

公
園
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
利
用
で
き
る
み
ん
な
の
憩
い
の

場
で
す
。
最
近
、
犬
の
フ
ン
の
放

置
に
よ
り
、
公
園
の
利
用
に
支
障

を
来
た
し
て
い
ま
す
。
犬
を
連
れ

て
公
園
を
利
用
す
る
人
は
、
飼
い

主
の
モ
ラ
ル
と
し
て
次
の
点
に
留

意
し
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、
気
持

ち
良
く
利
用
で
き
る
よ
う
心
が
け
、

み
ん
な
で
環
境
美
化
等
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
犬
の
フ
ン
は
、
飼
い
主
の
責
任

で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

○
リ
ー
ド
（
鎖
）
を
外
し
て
の
犬

の
運
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
公
園
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
４
８

鹿屋合庁

フォトサロン
松原

県民健康
プラザ

国道
504号線

国道
269号線

国道 220号線

肝属川

和田
井堰公園

市道
竹山
線

通行止
箇　所



KANOYA  CITY
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　

12
月
10
日（
日
）か
ら
16
日（
土
）

は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
で
す
。

　

平
成
18
年
６
月
に
、
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
深
め
、
国
際
社

会
と
連
携
し
な
が
ら
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を

解
明
し
、
ま
た
そ
の
抑
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま
し

ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９‒

２
５
９‒

０
６
８
４

12
月
４
日
〜
10
日
は

「
第
58
回
人
権
週
間
」

　

国
連
は
、
基
本
的
人
権
及
び

自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た
め

に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す

べ
て
の
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
目
標
と
し
て
、
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
に
「
世

界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
、
こ
れ

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10

　

最
近
、
連
日
の
様
に
児
童
虐
待

に
よ
る
悲
し
い
事
件
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
虐
待
の

相
談
や
育
児
不
安
に
よ
る
子
育
て

相
談
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
次
の
４
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

● 
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、

タ
バ
コ
の
火
を
押
し
付
け
る
な

ど
● 

性
的
虐
待
＝
子
ど
も
へ
の
性
的

暴
力
、
性
的
行
為
の
強
要
な
ど

● 

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
＝

子
ど
も
に
食
事
を
与
え
な
い
、

登
校
・
登
園
を
さ
せ
な
い
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
受
診
さ
せ

な
い
、
そ
の
他
子
ど
も
の
健
康

や
健
全
な
発
達
を
損
な
う
行
為

な
ど

● 

心
理
的
虐
待
＝
脅
迫
、
無
視
、

兄
弟
姉
妹
間
で
の
差
別
、
児
童

の
前
で
の
家
庭
内
暴
力
な
ど

　

こ
れ
ら
児
童
虐
待
が
起
こ
る
背

景
に
は
、
親
の
育
児
に
対
す
る
不

安
や
負
担
感
、
し
つ
け
に
対
す
る

理
解
不
足
、
地
域
に
お
け
る
家
庭

の
孤
立
化
な
ど
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、

こ
う
し
た
虐
待
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
に
気
付
い
た
と
き
は
も
ち
ろ

ん
、「
虐
待
を
受
け
た
の
で
は
」

と
疑
わ
れ
る
場
合
も
、
通
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
て
い
ま
す
。

　

虐
待
か
ど
う
か
は
、
市
や
児
童

相
談
所
が
調
査
し
ま
す
が
、
仮
に

虐
待
の
事
実
が
な
く
て
も
通
告
者

が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守
ら
れ
ま
す
。

　
「
虐
待
で
は
」
と
感
じ
た
と
き

は
勇
気
を
も
っ
て
相
談
・
通
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
、
配
偶
者
や

恋
人
な
ど
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
で
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含

む
人
権
侵
害
で
す
。

　

被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
あ
り
、

そ
の
背
景
に
は
、
男
女
の
経
済
力

の
格
差
や
社
会
的
地
位
の
差
な
ど

に
よ
り
相
手
を
支
配
し
、
女
性
を

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
見
な
い
男

女
の
不
平
等
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
身
体
的
な
暴
力
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

身
体
的
暴
力
＝
殴
る
、
蹴
る
、

首
を
絞
め
る
、
包
丁
を
突
き
つ

け
る
、
物
を
投
げ
つ
け
る
な
ど

● 

精
神
的
暴
力
＝
暴
言
を
吐
く
、

脅
す
、
無
視
す
る
、
外
出
や
親

族
・
友
人
と
の
付
き
合
い
を
制

限
す
る
、
手
紙
や
電
話
を
細
か

く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
子
ど
も
に

暴
力
を
見
せ
る
な
ど

● 

性
的
暴
力
＝
性
行
為
を
強
要
す

る
、
見
た
く
な
い
ビ
デ
オ
を
見

せ
る
、
避
妊
に
協
力
し
な
い
な

ど
● 

経
済
的
暴
力
＝
生
活
費
を
渡
さ

な
い
、
支
出
を
細
か
く
監
視
す

る
、
女
性
が
働
き
収
入
を
得
る

こ
と
を
妨
げ
る
、
借
金
を
重
ね

る
な
ど

　

す
べ
て
の
人
は
安
心
・
安
全
に

暮
ら
し
、
自
分
の
生
き
方
を
自
分

で
選
び
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
権

利
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の

た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

児
童
虐
待

消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
呼
び

か
け
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

育
て
よ
う

　
　
　

一
人
一
人
の
人
権
意
識

〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

　
　
　
　

の
な
い
命
を
大
切
に
〜

● 

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
。

● 

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

● 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

　

て
よ
う
。

● 

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う
。

● 

部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

● 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う
。

● 

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

● 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う
。

● 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
。

● 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う
。

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う
。

● 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う
。

● 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う
。

● 

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う
。

● 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
。

　

法
務
局
と
人
権
擁
護
委
員
は
、

人
権
侵
害
の
相
談
を
受
け
た
り
、

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

人
を
救
済
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
て
い
ま
す
。

第
58
回
人
権
週
間

「
県
下
一
斉
電
話
人
権
相
談
」

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所

と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別

な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

● 

日
時
＝
12
月
10
日
（
日
）

　

10
時
〜
17
時

● 

電
話
番
号

　

０
５
７
０‒

７
０
０
７
８
３

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

　

続
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
９‒

２
５
９‒

０
６
８
４

戦
傷
病
者
等
の
妻
及
び

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求

　

戦
傷
病
者
等
の
妻
及
び
戦
没
者

等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の

請
求
受
付
が
10
月
１
日
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
締
め
切
り
は
平
成

21
年
９
月
30
日
で
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
福
祉
政
策
課
（
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
１
６
６

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

『
経
営
に
役
立
つ
開
運

風
水
術
』

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
で
は
、
効
果

的
に
、
ま
た
、
欲
し
い
運
に
合
わ

せ
て
イ
ン
テ
リ
ア
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
話
し
方
な
ど
身
近
な
環
境
を

変
え
る
こ
と
で
「
気
」
の
流
れ
を

整
え
、
体
内
に
吸
収
す
る
風
水
術

を
身
に
付
け
、
企
業
経
営
や
日
常

生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ワ
ー
の
あ
る
場
所
に
出
か
け

る
こ
と
も
開
運
を
呼
ぶ
ア
ク
シ
ョ

ン
の
ひ
と
つ
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
12
月
11
日
（
月
）
14
時

30
分
〜
16
時
30
分

● 

場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
２
階

会
議
室

● 

講
師
＝
竹
田　

奈
苗
（
テ
レ
ビ

レ
ポ
ー
タ
ー
、
ナ
レ
ー
タ
ー
）

● 

聴
講
料
＝
１
，
０
０
０
円

※
会
議
所
会
員
は
無
料

● 

定
員
＝
70
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

● 

申
込
方
法
＝
電
話
又
は
所
定
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
９
４‒

42‒

３
１
３
５

　

Fax
０
９
９
４‒

40‒

３
０
１
５

琴
伝
流
大
正
琴
第
６
回

鹿
児
島
県
大
会
開
催

　

大
正
琴
の
演
奏
を
通
じ
て
地
域

の
芸
術
文
化
の
発
展
を
目
指
す
た

め
、
鹿
屋
市
で
初
め
て
琴
伝
流
の

県
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

大
正
琴
の
優
雅
で
心
あ
た
た
ま

る
演
奏
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
11
月
26
日
（
日
）

　

13
時
〜

● 

場
所
＝
市
文
化
会
館

● 

内
容
＝
大
正
琴
の
演
奏

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

琴
伝
流
鹿
児
島
指
導
者
会

　

☎
０
９
９‒

２
４
３‒

３
４
９
５

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
・
通
告
先
】

　

市
子
育
て
支
援
課　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
１
１
１　

内
線
３
１
８
６

　

大
隅
児
童
相
談
所　

☎
０
９
９
４‒

43‒

７
０
１
１

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

市
子
育
て
支
援
課　

☎
０
９
９
４‒

43‒
２
１
１
１　

内
線
３
１
８
６

　

鹿
屋
警
察
署
（
被
害
者
相
談
窓
口
）　

☎
０
９
９
４‒

44‒

０
１
１
０

　

鹿
児
島
県
婦
人
相
談
所　

☎
０
９
９‒

２
２
２‒

１
４
６
７



KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS

InformationInformation

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平　日） イベント等を案内
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平　日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休　日） 休日当番医及び歯科休日在宅医を案内

11 月・12 月の休日当番医

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

11月19日
みやぞのクリニック 田崎町 0994-40-4600

かのや東病院 笠之原町 0994-42-3111

23日
前田内科 本町 0994-42-2175

徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 0994-44-1119

26日
中原クリニック 横山町 0994-48-2011

はるしま整形外科クリニック 旭原町 0994-41-2211

12月３日
中塩医院 西原１丁目 0994-43-2489

そえじまクリニック 旭原町 0994-41-6800

10日
渡辺内科 川西町 0994-43-2282

大隅鹿屋病院 新川町 0994-40-1111

17日
児玉上前共立病院 寿５丁目 0994-43-2510

検見崎病院 西原１丁目 0994-43-2991

◇ 鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時30分～午後６時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

11月19日
小浜クリニック 吾平町上名 0994-58-6025

岩重医院 東串良町川東 0994-63-8514

26日
入佐内科 吾平町麓 0994-58-7006

黎明脳神経外科医院 串良町上小原 0994-63-7878

12月３日
高山胃腸科外科 肝付町前田 0994-65-7171

花田整形外科リウマチ科 串良町有里 0994-63-1379

10日
春陽会中央病院 肝付町新富 0994-65-1170

緑が丘心療内科 串良町岡崎 0994-63-0112

17日
市来医院 吾平町上名 0994-58-6037

園田医院 串良町細山田 0994-62-2888

◇ 肝属東部医師会　　　診療時間　午前９時～午後５時

月　日 医 療 機 関 住　所 電　話
11月19日 島田歯科 打馬２丁目 0994-44-0180

23日 池田病院歯科 下祓川町 0994-43-6468

26日 はしき歯科医院 寿７丁目 0994-40-4184

12月３日 おおやま歯科クリニック 寿４丁目 0994-43-3210

10日 おにがはら歯科医院 寿２丁目 0994-40-3340

17日 上村歯科医院 田崎町 0994-44-6077

◇ 鹿屋市歯科医師会　　診療時間　午前９時～午後３時

11 月・12 月の歯科休日在宅医

　 …内科　　    　…外科○内 ○外

○内
○外

※ 休日当番医及び歯科休日在宅医は、変更になることがあります。各医療機関
にご確認のうえ、受診してください。

※ 休日当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、翌日はか
かりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常1日分とします。

肝
属
地
区
小
中
学
校
音
楽
会

● 

日
時
＝
11
月
25
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
教
職
員
組
合
肝
属
地
区
支
部

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
２
１
２

青
少
年
い
き
い
き
文
化
祭

● 

日
時
＝
12
月
３
日
（
日
）

　

13
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
課

　

☎
０
９
９
４‒

31‒

１
１
６
７

鹿
屋
女
子
高
校
音
楽
部
第
29
回
定

期
演
奏
会

● 

日
時
＝
12
月
17
日
（
日
）

　

14
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
女
子
高
校

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

２
５
８
４

休
日
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

● 

日
時
＝
12
月
３
日
（
日
）
９
時

　

〜
15
時

● 

場
所
＝
鹿
屋
保
健
所

● 

内
容
＝
エ
イ
ズ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

関
す
る
相
談
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
視
聴

サ
ー
ビ
ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査

（
匿
名
で
受
検
で
き
原
則
無
料
、

検
査
か
ら
結
果
判
明
ま
で
１
時

間
程
度
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
保
健
所
保
健
予
防
課

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
１
０
７

鹿
屋
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
第
24
回

定
期
演
奏
会

● 

日
時
＝
11
月
23
日
（
木
）

　

13
時
30
分
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
中
央
高
校

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
３
１
０

大
隅
地
区
高
校
音
楽
祭

● 

日
時
＝
11
月
24
日
（
金
）

　

10
時
〜

● 

入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
中
央
高
校

　

☎
０
９
９
４‒

43‒

３
３
１
０

『
鹿
屋
市
オ
レ
ン
ジ

パ
ー
ク
串
良
』
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良
の
開
園

期
間
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
及
び

チ
ラ
シ
等
で
12
月
28
日
ま
で
と
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
み
か

ん
狩
り
や
店
頭
販
売
の
売
れ
行
き

が
好
調
で
、
11
月
初
旬
を
も
っ
て

「
温
州
み
か
ん
」
は
完
売
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
12
月
に
「
ネ
ー

ブ
ル
」
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良

　

☎
０
９
９
４‒

62‒

３
４
２
２

　

串
良
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
０
９
９
４‒

63‒

３
１
１
４

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

に
お
け
る
休
日
Ｈ
Ｉ
Ｖ

相
談
・
検
査
の
実
施

　

12
月
１
日
（
金
）
の
「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」
を
中
心
と
し
た
11
月

16
日
（
木
）
か
ら
12
月
15
日
（
金
）

ま
で
の
１
か
月
間
は
、「
鹿
児
島

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
で
す
。

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
へ
の
理
解
と

支
援
の
意
志
を
示
す
た
め
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

　

エ
イ
ズ
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
正

し
い
知
識
等
の
啓
発
と
受
検
し
や

す
い
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

図
書
の
案
内

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

そ
れ
で
も
前
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

高
橋　

豊
著

飛
田
和
緒
の
か
ぞ
く
ご
は
ん　
　
　

  

飛
田　

和
緒
著

憲
法
九
条
を
世
界
遺
産
に　
　
　
　
　

  

太
田　

光
著

ヘ
ヴ
ン
リ
ー
・
ブ
ル
ー　
　
　
　
　

  

村
山　

由
佳
著

レ
イ
ン
ツ
リ
ー
の
国　
　
　
　
　
　
　

  

有
川　

浩
著

ア
ン
フ
ェ
ア
な
月　
　
　
　
　
　
　

  

秦　

建
日
子
著

ひ
と
か
げ　
　
　
　
　
　
　
　

  

よ
し
も
と
ば
な
な
著

春
の
ワ
ル
ツ
（
前
編
）　　
　
　
　

キ
ム　

ジ
ョ
ン
著

虫
の
知
ら
せ
レ
ス
ト
ラ
ン　
　

  

た
か
い
よ
し
か
ず
作

デ
ル
ト
ラ
の
伝
説　
　
　
　

  

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
作

☎
０
９
９
４
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─６
０
３
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幸
せ
が
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
シ
ン
プ
ル
な
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

山
川
あ
ず
さ
著

幼
い
娼
婦
だ
っ
た
私
へ　
　

  　

ソ
マ
リ
ー
・
マ
ム
著

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
３　

  

明
橋　

大
二
著

夜
の
公
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

川
上　

弘
美
著

絵
本
か
ら
う
ま
れ
た
お
い
し
い
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

き
む
ら
か
よ
他
作

さ
る
の
せ
ん
せ
い
と
へ
び
の
か
ん
ご
ふ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

穂
高　

順
也
作

く
い
し
ん
ぼ　

く
ま
の
さ
ん　

  

か
わ
し
ば
さ
ち
こ
作

わ
た
し
は
生
き
て
い
る　

  　
　

メ
グ
・
ロ
ー
ゾ
フ
作

☎
０
９
９
─４
８
６
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５
０
５

レ
シ
ピ
じ
ゃ
わ
か
ら
な
い
料
理
の
知
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

樋
口　

秀
子
著

楽
し
ん
で
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
染
色  　
　

松
本　

道
子
著

フ
ェ
ル
ト
っ
て
お
も
し
ろ
い  　
　
　

下
田　

直
子
著

ハ
チ
ミ
ツ
レ
シ
ピ
。
ミ
ツ
バ
チ
を
育
て
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

渡
辺　

ゆ
き
著

こ
ど
も
ニ
ッ
ト
の
本　
　

  　
　
　
　

渡
部　

サ
ト
著

象
の
墓
場
（
王
国
記
６
）　　
　
　
　

花
村　

万
月
著

禿
鷹
狩
り
（
禿
鷹
４
）　　
　
　
　
　

    

逢
坂　

剛
著

点
心
名
人
の
餃
子
指
南　
　
　
　
　

  

茂
手
木　

章
著

☎
０
９
９
４
─63
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２
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下
流
社
会　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

展
著

晩
年
の
美
学
を
求
め
て　

  　
　
　
　

曾
野　

綾
子
著

中
国
を
取
る
ア
メ
リ
カ　

見
捨
て
ら
れ
る
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

矢
部　

武
著

天
命　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

五
木　

寛
之
著

隠
居
学　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

加
藤　

秀
俊
著

た
か
い
た
か
い　
　
　

  

ジ
ェ
ズ
・
オ
ー
ル
バ
ラ
作
絵

ど
ん
な
き
ぶ
ん
？　
　

  

サ
ク
ト
ン
・
フ
ラ
イ
マ
ン
作

ご
く
ら
く
も
も
ん
ち
ゃ
ん  　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ
作
絵

鹿屋市男女共同参画地域講座

輝け！自分らしさ
～男と女の夢ある未来のために～

●日　時　12月 10日（日）10:00 ～ 12:00
　　　　　◇大型紙芝居　　　　　10:10 ～ 10:30
　　　　　　「不二夫とけい子の仲

なかよっ

良か家族」
　　　　　　出演：つどい KANOYA
　　　　　　　　　（鹿屋市男女共同参画活動団体）
　　　　　◇講　　演　　　　　　10:30 ～ 12:00
　　　　　　講師：水谷　謹

もりひと

人 氏
　　　　　　　　　（みやざき中央新聞社編集長）
●場　所　コミュニティーセンター吾平振興会館
●入場料　無料

【問い合わせ】
　市民活動推進課男女共同参画推進室
　☎ 0994-31-1147
　吾平総合支所市民生活課
　☎ 0994-58-7231

水谷　謹
もりひと

人 氏

講師プロフィール

・昭和34年　宮崎県生まれ
・平成13年　DVの被害者をサポー
　　　　　  トする「ハートスペー
　　　　　　スM」を設立
・宮崎県男女共同参画派遣講師

○内
○外

○内
○外
○内
○外
○内
○外
○内
○外

吾平地区


